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の質
しつ

問
もん

にそってストーリーの理
り

解
かい

を確
たし

かめた後
あと

、「ディス 
カッション」の質

しつ
問
もん

（例
れい

：理
り

想
そう

の結
けっ

婚
こん

相
あい

手
て

はどんな人
ひと

？）
を見

み
ながら、自

じ
分
ぶん

の意
い

見
けん

や経
けい

験
けん

を出
だ

し合
あ

います。この 
自
じ

由
ゆう

な話
はな

し合
あ

いこそが、この教
きょう

材
ざい

の醍
だい

醐
ご

味
み

と言
い

えるで 
しょう。さらに、時

じ
間
かん

がある学
がく

習
しゅう

者
しゃ

のためには、「発
はっ

展
てん

活
かつ

動
どう

」として、グループでインタビュープロジェクトを 
行
おこな

う、ディベートをする、作
さく

文
ぶん

（エッセイ）を書
か

く、リサーチ 
プロジェクトを行

おこな
うなどの活

かつ
動
どう

のアイデアが準
じゅん

備
び

されて
います。これらの発

はっ
展
てん

活
かつ

動
どう

は、コース全
ぜん

体
たい

のシラバスや 
期
き

間
かん

を考
こう

慮
りょ

して、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

にとっておもしろそうなものを
組
く

み込
こ

むとよいでしょう。
また、ここでは、授

じゅ
業
ぎょう

での利
り

用
よう

の仕
し

方
かた

を中
ちゅう

心
しん

に説
せつ

明
めい

 
しましたが、ストーリーを聞

き
いてみる、そこで考

かんが
えた 

ことを自
じ

分
ぶん

で書
か

いてみるといった独
どく

習
しゅう

的
てき

な使
つか

い方
かた

も十
じゅう

分
ぶん

に可
か

能
のう

だと思
おも

われます。

豊▽▽
ゆた
かな話

はな
し言

こと
葉

ば
の素

そ
材
ざい
集
しゅう
として

この教
きょう

材
ざい

は、日
に

本
ほん

の各
かく

地
ち

で生
せい

活
かつ

しているさまざまな 
人
ひと

の生
なま

の声
こえ

を録
ろく

音
おん

した素
そ

材
ざい

集
しゅう

です。話
わ

題
だい

は、労
ろう

働
どう

、 
生
い

き方
かた

、家
か

族
ぞく

、結
けっ

婚
こん

、教
きょう

育
いく

、親
おや

子
こ

関
かん

係
けい

、ジェネレーション 
による考

かんが
え方

かた
の違

ちが
いなど、身

み
近
ぢか

でありながら、国
こっ

境
きょう

を
越
こ

えて多
おお

くの社
しゃ

会
かい

に共
きょう

通
つう

する普
ふ

遍
へん

的
てき

なものを扱
あつか

って 
います。

本
ほん

書
しょ

に登
とう

場
じょう

する人
ひと

は、学
がく

生
せい

、主
しゅ

婦
ふ

、お年
とし

寄
よ

り、外
がい

国
こく

人
じん

などさまざまです。また、インタビューをそのまま収
しゅう

録
ろく

しているので、「あのー、えーと」などのフィラー、繰
く

り 
返
かえ

し、言
い

い換
か

え、省
しょう

略
りゃく

、俗
ぞく

語
ご

、方
ほう

言
げん

などの話
はな

し言
こと

葉
ば

の 
特
とく

徴
ちょう

が入
はい

っていてとても自
し

然
ぜん

です。

本▽▽
ほん
書
しょ
の構

こう
成
せい

本
ほん

書
しょ

は、「人
じん

生
せい

、働
はたら

くことについて」「家
か

族
ぞく

に
ついて」などの 8 つの大

おお
きなテーマに分

わ
かれて 

います。各
かく

テーマは、ストーリーと呼
よ

ばれる
いくつかのインタビュー（文

も
字
じ

数
すう

200 字
じ

～
1000 字

じ
）からなっています。このストーリー 

ごとに、キーワード、内
ない

容
よう

確
かく

認
にん

の質
しつ

問
もん

、話
はな

し 
合
あ

いのためのディスカッションポイント、 
さらに、活

かつ
動
どう

を発
はっ

展
てん

させるためのアイデアが
載
の

せられています。

授▽▽
じゅ
業
ぎょう
での利

り
用
よう
の仕

し
方
かた

この教
きょう

材
ざい

は、ストーリーをもとに自
じ

由
ゆう

な 
ディスカッションに発

はっ
展
てん

させることを目
め

指
ざ

して 
作
つく

られています。そのため、まず、ストーリーを 
聞
き

いて、キーワードだと思
おも

うことを 3 つ考
かんが

えて
グループで意

い
見
けん

交
こう

換
かん

します。次
つぎ

に「内
ない

容
よう

確
かく

認
にん

」 
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